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ハウスの最新の情報はHPをごらんください

HP : https://tamamati.com

　　　　

楽多の会定例会/デイ・ホーム玉川田園調布　　
玉田シニアサロン/玉川田園調布会館   　
お隣さまお茶会vol.98/ スペースえんがわ inn
住宅まちづくり総合相談/ 世田谷区役所
住宅まちづくり総合相談/玉川総合支所
玉川まちづくりハウス定例運営委員会/スペースえんがわ inn
プレーリヤカーでの公園遊び/奥沢 (タイヤ )公園
プレーリヤカーでの公園遊び / ねこじゃらし公園
街角保健室＠おひさま日和 /スペースえんがわ inn
ここからカフェ九品仏 Vol.73/九品仏複合施設 3階
タマデンmarche/ アビターレ前
住宅まちづくり総合相談/ 玉川総合支所
街角保健室ハートフルサロン「kotori」　/スペースえんがわ inn
せたがや防災NPOアクション事務局会議/オンライン
街角保健室＠スペース B/スペースえんがわ inn
プレーリヤカーでの公園遊び（ねこじゃらし公園）

　予定・詳細は HP　https://tamamati.com/ にてご確認ください

5月号にかかわったひと　

伊藤雅春　 染野和夫　

月成麻未　高橋阿貴　 

小西玲子 柴田希美絵　

昆野敬子　　

 ４

ハウスの会員数

特別正会員 

正会員

ニュース会員

5名

28 名

69 名

 ４日（木）

 ７日（日）
 ８日（月）  

１１日（木）
１２日（金）

１６日（火） 
１７日（水）
２０日（土）
２１日（日）
２５日（木）

２８日（日）

３０日（火）

ハウススケジュール＆プレイバック
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第 74回 ここからカフェ九品仏

日時 ： 2024 年 5 月２５日 （土）
         13:30 ～ 15:30
会場 ： 九品仏複合施設 ２ 階

講師 ： 大森紀子さん 斎藤真佐美さん
参加費 ： 300 円　　　　　※要予約
申し込み ： 090-3961-8514 （湯澤）　　

玉田シニアサロン
14:00～16:00　　　　　　　　　　玉川田園調布会館 　　
プレーリヤカーでの公園遊び（ねこじゃらし公園）
10:00 ～ 12:30　　　　　        ねこじゃらし公園
楽多の会定例会　　　    　　　　　　　　　
10:30 ～ 12:00　　　　　デイ・ホーム玉川田園調布
住宅まちづくり総合相談
13:30 ～ 15:30　　　　　　　　　　　　玉川総合支所
玉川まちづくりハウス定例運営委員会
9:30 ～ 11:00　　　　　     スペースえんがわ inn
プレーリヤカーでの公園遊び　　　　
10:00 ～ 12:30　　　　　　　　奥沢 (タイヤ )公園
お隣さまお茶会vol.99　　　
13:30 ～ 15:30　　　　　     スペースえんがわ inn
住宅まちづくり総合相談
13:30 ～ 15:30　　　　　   　　　 世田谷区役所
街角保健室＠おひさま日和　 スペースえんがわ inn
13:30 ～ 15:30
タマデンmarche
11:00～15:00予定　　　　　　　　　　 アビターレ前
プレーリヤカーでの公園遊び（ねこじゃらし公園）
10:00 ～ 12:30　　　　　        ねこじゃらし公園
住宅まちづくり総合相談
13:30 ～ 15:30　　　　　　　　　　　玉川総合支所
街角保健室ハートフルサロン「kotori」　

13:00 ～ 15:30　　　　　　　　　　　　　スペースえんがわ inn
プレーリヤカーでの公園遊び　　　　
10:00 ～ 12:30　　　　　　　　奥沢 (タイヤ )公園
せたがや居場所サミット出展
11:00 ～ 16:00　　　　　　　　文化情報センター 4F
街角保健室＠スペース B 
13：30 ～ 15:30　　　　　　スペースえんがわ inn

  ５日（日）

　７日（火）

　９日（木）

 １０日（金）  

１３日（月）

１５日（水）

１９日（日） 

２１日（火）

２３日（木）

２４日（金）

２５日（土）

２６日 (日 )

ハウスカレンダー

　　
第 99 回 お隣さまお茶会

日時 ： 2024 年５月１３日 （月）
　　　 　13:30 ～ 15:30

会場 ： スペースえんがわ inn
講師 ： 井上隆さん
　　　  ( 一社） ほめる達人協会

参加費 ： 500 円  ※要予約
申し込み ・ 問い合わせ
　　　　　　　 03-3721-8699
　　　　　　　玉川まちづくりハウス

　　
　第 46回 玉田シニアサロン

日時 ： 2024 年 5 月 5 日 （日）
　　　　 14:00 ～ 16:00
会場 ： 玉川田園調布会館
参加費 ： 500 円　
お申し込み ・ お問い合わせ
　　　　　03-3721-8699
　　　　　玉川まちづくりハウス

　　　　　共生社会を考える

　　　　～聴覚障碍者と生きる～

　　　　　　　  手話通訳あり

自分をほめて幸せになろう
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NPO 法人玉川まちづくりハウス
　　　　　伊藤雅春

 

　『街角保健室プロジェクトの
                報告と提案』

お隣さまお茶会から

 　昨年度 1年間取り組んできた、独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興事業「街角保健室プロジェクト」はひと
まず区切りを迎えました。この活動を続ける中で、玉川まちづくりハウスの活動は、「いつまでも安心して暮らせる
地域づくり」( コミュニティデモクラシーの実践 ) が合言葉なのだと実感しています。
　この「いつまでも安心して暮らせる地域づくり事業」のひとつ、お隣さまお茶会は、6月に 100 回目を迎えます。「ご
近所同士顔見知りになりましょう。」が合いことばの会。ご近所の方に講師になっていただいて、音楽を聴いたり、唄っ
たり、小物を作ったり、骨粗鬆症などのお話を聴いたりした後、おしゃべりをしてお茶する…だけなのですが、100
回も続いていると、常連も含めて人生後半を迎えた方が大半になりました。しかし、ここで出会った方と、展覧会や、
講演会に出かけたという話も多く、うれしい気持ちになります。

　上の写真は第 98回「朗読と本の教室」のみなさ
んによる「大人のための楽しいエッセイと小説と
絵本の朗読の会」。身体を動かす手あそびもあり、
本当に楽しい時間でした。

　5月 14日 ( 火 ) はお隣様お茶会スピンオフ企画。
　昨年秋に来てくださった森林インストラクター瀬川真治さ
んが会場のスペースえんがわ inn の庭を見て「春にもの庭の
樹々と花について外でお話しできたら…。」との申し出から、
急遽お茶会とは別にお話を伺うことになりました。どうか良
いお天気でありますようにと願いながら、つぎのスピンオフ
企画も練っています。

　次回第 99 回　5 月 13
日は昨年 2 月にも来てく
ださった、( 一社 ) ほめる
達人教室の井上隆さんによ
る「自分をほめて幸せにな
ろう！」
　人生後半「自分をほめる
ことは、難しいけれど、必
要なことなのでは？と思い
ます。



　　　　　　　　子どもたちの人気者

    　　 　　 久しぶりに従妹に逢いに名古屋へ行き             

　　　　　　ました。

　従妹の子ども三人兄弟への手土産は何がいい？と聞い

たら、ポケモンのついたお菓子のリクエスト。ならばと、

横浜のポケモンセンターに出向いたら、あまりに混んで

いて入場が整理券制で驚きました。

　ポケモン人気の凄さを知らなかったんだなあと認識を

改めつつ、子どもだけではなく海外からの旅行者からの

人気も感じました。

。

                 茅ヶ崎クラフトマーケット　　　  

　　　　　　　　SNSで偶然見かけた指輪がかわいくて、

　　　　　　　　どこのものかを調べたら、個人で作ら

れているものでした。どこかで買えるかなとイベントに

出店するタイミングを待っていたのですが、茅ヶ崎中央

公園で開催されたクラフトマーケットに出店という情報

を手に入れ、喜んで出かけてきました。

　お天気にも恵まれ、他にも欲しかった帽子なども買え

て、大変満足な一日でした。

　　　　　　　

            　梅　　　 

　 　　　　 友人が盆栽で小さな梅の木を育てています。

　　　　　　たまに SNS に写真を上げてくれるのですが

小さいながらにきちんと枝を伸ばし、実をつけている姿

を見ているとなんだかかわいいです。

　枝を剪定するのが忍びなくてなかなかできない…と話

していたのですが、思い切って切ったら新芽が沢山出て

きた！と喜んでいました。新しい成長には、時に今の枝

を落とすことも必要なのかもしれません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(貴 )

            太極拳　　　　　　　　　　　　　　

　          体を動かす習い事を何かしたいと思って

　　　　　いたのですが「気を巡らせるなら太極拳が

いい」と聞いて田園調布駅近くの教室で体験をしてき

ました。

　よく見る陰陽図の輪郭が太極拳の足の動きを表してい

る、という説明を聞きながらゆっくりした動きで型を練

習していると、激しく動いているわけではないのにじん

わり汗が滲んできてとても気持ちがよかったです。

地域の歴史を辿る

その18

　　　　第１８回　　　　田園調布の開発　その２　　  奥沢地誌保存会・染野和夫　

暮らしのつぶやき　４月

　　　　　　　　　 　　　　　　　　
街角保健室プロジェクト　報告書が出来ました

「街角保健室」 プロジェクト実行委員会
・ 九品仏あんしんすこやかセンター　　　　 ・ ふくろうクリニック自由が丘（地域医療）
・ 輝水会（レジリエンス ・ スポーツ）　　　   ・ オフィス侑（ファイナンシャルプランナー）
・ 玉川まちづくりハウス（コミュニティデザイン）　　
　　　毎月、 毎週、 まちのどこかで人が集い、 暮らしの心配事を聞いてもらえる場所のあるまちを育てていきましょう !

地域 GAYAGAYA
　　地域の動きや、話題を地域の方々に手伝っていただいて紹介していくコーナーです。

　令和5年度独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業として取り組んできた「街角保健室プロジェクト」
助成期間が 3 月 31 日で終了しました。 　
　この 1 年取り組んでみて　「街角保健室プロジェクト」 が求めてきたものは、「リンクワーカー」 というコミュニティアイデアだっ
たのかもしれないと思っています。
 「みんなの社会的処方」（＊ 1）という本によれば 〈リンクワーカーとは、
孤立している個人やその支援者と面会し、 本人の特性や興味関心な
どを聴取しながら、 孤立の解決のために地域活動などとつなげていく役
割を担っている。 イギリスでは主に医療者ではない人が担っており、 地
域によって 「ヘルスコネクター」 や 「ケアナビゲーター」 等と呼ばれるこ
ともある〉 と説明される概念です。
　昨年 5 月に開催されたふくろうクリニックの山口潔先生のキックオフシ
ンポジウムで 「社会的処方」 という言葉に出会いました。 そしてこの 3 
月に開催した 「報告会（街角カフェ）」 ではその場に漂う雰囲気に触
発されて 「リンクワーカー」 のネットワークが 「街角保健室プロジェクト」
の目指しているものなのでは︖と気づいたというわけ訳です。
　「社会的処方」 の提唱者西智弘氏はその著書の中で 「以前のよう
に医療者が中心となって社会的処方を行っていくという流れから、 リンク
ワーカー的に活動する住民＝市民リンクワーカーが主体となって実践を
行っていく方向へ変化してきている」 と書いています。
　今年の活動の流れの中でたどり着いた方向性があながち的外れなこ
とではなかったと思わせてくれる指摘です。
　報告書は、 関わったメンバーの活動と、 この 1 年の歩みを、 偶然のように知り合い、 その偶然に感謝に耐えない、 デ
ザイナー ・ 編集者の矢部善子さんのおかげで、 写真をふんだんに使ってわかりやすくまとめることが出来ました。
　ぜひ手に取って見ていただきたいです。
　プロジェクト実行委員会のみなさま、 関わってくださったみなさま、　本当にありがとうございました。
　そして、 4 月からも、 ここで培われた経験を絶やさないように、 取り組んで行きたいと考えています。 　

    今月は＜田園調布の開発・パート２＞ で田園都市 ( 株 ) 設立以後の話しです。
　大正７年（1918 年）９月に設立された田園都市株式会社は、田園都市計画の全貌を纏めます。この
計画による事業の概要は、事業対象地として東京府荏原郡の洗足村、調布村、玉川村にわたる多摩川河
畔一帯の地域（洗足・大岡山・多摩川台の各地区）
125 万 4000 ㎡、約 37万 9千坪を事業区域とし、
交通としては鉄道路線（のちの大井町線、目蒲線）
を設けて国鉄、東京市電と連結させ、都心への交
通の便を図り、電灯、電力は田園都市会社直営と

し、上水道は玉川水道 ( 株 ) の建設費を補助して新設の玉川浄水場から給水、道路も幅員を確保し、街
路樹を植え美観を優れたものとすること、更には教育機関の誘致等々、事業計画は精密を極め、国内
でも例を見ない高品位な住宅地の造成に取り組む姿勢を鮮明にしていた。
 こうした壮大な計画の下で、土地の買収は直ちに実行に移されました。買収地域は大きく、洗足、大
岡山、多摩川台の３地区で行われ、大地主の協力を得たこと等で、会社設立の僅か３年後の大正 10
年（1921 年）11月までには買収を完了、買収総面積は計画面積を大きく上回る 159 万 9000 ㎡、約
48万 4千坪に及びました。

  この土地買収を進めるため、設立時 50万円だった資本
金は 2年後の大正 9年には 10倍の 500 万円に増資され
ています。
  地区別の内訳を見ると、碑衾村・平塚村・馬込村にま
たがる洗足地区は 18 万 1500 ㎡、約 5万 5千坪、碑衾
村・馬込村・池上村にまたがった大岡山地区は 9万 1千
坪、そして、最も重点がおかれた調布村・玉川村にまた
がる多摩川台地区（現・田園調布、玉川田園調布）では
洗足地区の 5倍を超える約 100 万㎡、約 30万坪となっ
ています。
　　以上の 3地区のうち、洗足地区と多摩川台地区は、
以後住宅地として分譲されましたが、大岡山地区は内務
省復興局の要請で関東大震災で被災した東京高等工業学
校（現・東京工業大学）の蔵前の敷地と等価交換となり
宅地開発は行われていません。   
 

48 万 4千坪に及びました。

開発以前の田園調布付近

整地中の洗足分譲地
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